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奈良大学図書館蔵北村信昭文庫「大和日報」文芸記事　細目
号数  年/月/日 面  分類１  分類２ 文芸欄名 掲  載  記  事  名 執 筆 者
1183 1924/7/13 大正13 ３ 文学 童話 童話　愛子の夢 井上康文

３ 文学 評論 文芸 排米問題と映画劇 仲木貞一
３ 文学 短歌 文芸 〔青葉集　米田雄郎選〕足尾銅山にて 森島清湖
３ 文学 短歌 文芸 〔青葉集　米田雄郎選〕かげらふ 北村秋芭
３ 文学 短歌 文芸 〔青葉集　米田雄郎選〕踊りゆくむれ 熊谷直臣
３ 文学 短歌 文芸 〔青葉集　米田雄郎選〕ふるさと 君子
３ 文学 短歌 文芸 〔青葉集　米田雄郎選〕梅の実 辻本文路
３ 文学 短歌 文芸 〔青葉集　米田雄郎選〕たそがれ 荒木俊夫
３ 文学 詩 文芸 田園抒情 野長瀬正夫
３ 文学 記事 文芸 関西詩人協会生る
３ 演劇 評論 文芸 劇壇の事二三 水谷紫竹

３ 文学 書評 文芸 〔紹介〕かなりや（七月号・かなりや発行所）、
つくばね（きさらぎ社）

1360 1925/1/18 大正14 １ 文学 随筆 日本文芸 入営の弟を送りて 木寅燕石
1612 1925/10/5 大正14 ３ 文学 評論 日報文芸欄 関西詩人終刊号を読む　 野長瀬正夫

３ 文学 小説 かまきり 獨木船
1659 1925/11/22 大正14 ３ 文学 紀行 出雲まゐり 熊谷直臣

３ 文学 随筆 〔卓上噴水〕母について 吉田龍太郎
３ 文学 記事 投稿者諸君に 文芸係
３ 文学 詩 唐人笛 北村秋芭
３ 文学 詩 小曲二篇 ふさ・あきた
３ 文学 短歌 紅行燈詠草 笠井宥章

1665 1925/11/29 大正14 ３ 文学 評論 日報文芸欄 秋夜漫言　詩の表現上に於ける仮名及漢字に
ついて 北村信昭

３ 文学 詩 日報文芸欄 郷愁の花 小弘良吉
1672 1925/12/6 大正14 ３ 文学 詩 文芸 〔詩集号〕（一）　憬れの心を抱く友に 吉田徳義

３ 文学 詩 文芸 〔詩集号〕（一）　星の夜と逝けるエイ 岡田淑
文芸 〔詩集号〕（一）　淋しき心の中が 前尾川花
文芸 〔詩集号〕（一）　思ひを垂れて 津山武雄
文芸 〔詩集号〕（一）　秋の詩 不二
文芸 〔詩集号〕（一）　山の上にて 山本和夫

３ 文学 書評 文芸
〔消息〕歌集空に祈る（武岡武夫著）、詩集こ
ころ（吉田徳義著）、攪乱（第二輯・奈良市三
條岡田方攪乱発行所）

３ 文学 記事 文芸 別天樓氏歓迎句会
10679 1925/12/13 大正14 ３ 文学 随筆 文芸 或る日の便り 平井いさむ

３ 文学 詩 文芸 街の秋 堀口春路
３ 文学 小説 文芸 ある日の彼 正木英
３ 文学 コラム 文芸 〔灰皿〕 ドン・ピカロ
３ 文学 短歌 文芸 緑若抄 笠井宥章

３ 文学 紹介 文芸
〔消息〕「童話」（第九輯・日本童謡協会）、「文芸」
（十一月号・文芸社）、「現代文芸」（十一月映
画号、素人社）

10686 1925/12/20 大正14 ３ 文学 戯曲 文芸 描かれし風景―戯曲小品 井戸口清二
３ 文学 詩 文芸 土掘れば 西村岳村
３ 文学 詩 文芸 展望 井上年春
３ 文学 コラム 文芸 〔コトバ〕ショーペンハウエル　朔太郎
３ 文学 記事 文芸 投稿者諸君に

10693 1925/12/27 大正14 １ 文学 俳句 〔日報俳壇〕句屑 宇都羅
３ 文学 戯曲 文芸 描かれし風景―戯曲小品（承前） 井戸口清二
３ 文学 随筆 文芸 〔スクラップ〕奈良の「コオコオ」 堀口大学
３ 文学 評論 文芸 巫山戯た感想（FOOLISH IMPRESSION） 西本洸
３ 文学 記事 文芸 本欄愛読者諸氏に 文芸欄編輯子

10696 1926/1/2 大正15 １ 文学 短歌 勅題　河水清 秋田ふさ樹
１ 美術 随筆 画室漫語 立野雪郷

10702 1926/1/10 大正15 ３ 文学 評論 文芸 詩神を思ふ 吉田徳義
３ 文学 詩 文芸 平等を説く風 塑原坤
３ 文学 書評 文芸 爐邊漫筆　武岡武夫氏歌集空に祈るのこと 熊谷直臣
３ 文学 詩 文芸 ステーシヨンにて 岡田淑
３ 文学 コラム 文芸 ダビデのうた
３ 文学 小説 文芸 小品　寒夜 平井いさむ

３ 文学 紹介 文芸
〔消息〕夜光虫（一周年記念号・名古屋詩学協
会発行）、文藝（新年号特別号・文藝社発行）、
群像（六輯・群像社発行）
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３ 文学 紹介 文芸 〔新刊紹介〕立憲青年一月号（立憲青年社発行）
10709 1926/1/17 大正15 １ 文学 短歌 日報文芸 邦光社奈良部一月兼題　新年氷 阪正臣大人・選

３ 映画 評論
奈良映画界と希望　経営者の常套興行打破　
解説者の相互研究必要　自覚を要するファン
諸君

福野路火

３ 文学 童話 文芸 童謡港の日暮 酒井良夫
３ 映画 随筆 文芸 〔卓上噴水〕昨年度外国映画思ひ出話 吉田龍太郎
３ 文学 詩 文芸 春子の詩 吉田徳義
３ 文学 短歌 文芸 里を後に見て 溝邊嘉笑
３ 映画 評論 映画戯談　ロスト・ワールドについて 北村信昭

10713 1926/1/21 大正15 １ 文学 俳句 日報俳壇 タカムチ新年句会 河英蓉・記
10716 1926/1/24 大正15 ３ 文学 評論 文芸 詩に於ける　自由と自由詩 磯田信夫

３ 文学 詩 文芸 童謡　雀の巣 酒井良夫
３ 文学 短歌 文芸 信貴詣で 水原青浪
３ 文学 詩 文芸 小曲　ほゝにふれたのは 水原青浪
３ 文学 評論 文芸 〔独語〕勅題選歌について 綾華生

10720 1926/1/28 大正15 ３ 文化 記事 郡山文化倶楽部　役員決定

10727 1926/2/4 大正15 ３ 文学 記事 県下の新進詩人　野長瀬正夫君　近く詩集を
発表

10728 1926/2/5 大正15 ２ 文学 記事 宜芳吟社句会
３ 文化 記事 浄教寺児童会　「みどり」刊行

３ 映画 記事 〔映画界〕奈良映画界の犠牲者　奥一郎クン帰
る　阪妻の「雄呂血」を携へて

10730 1926/2/7 大正15 ３ 文学 随筆 文芸 北和遺跡廻り　病ましい魂の心の糧として　
大師の心を尋ね巡る 秋田富紗樹

３ 文学 詩 文芸
桃色の太陽　府立高等女学校の春期陸上大運
動会にはシルクハチトの紳士金髪の貴婦人も
列席致された

橋本健吉

３ 文学 詩 文芸 季節の鼓動 木村緑朗
３ 文学 詩 文芸 お地場の夢 吉田徳義

３ 文学 評論 文芸 詩語としての日本語　種族と言語―詩人は言
葉を創造する 百田宗治

10736 1926/2/14 大正15 ３ 文学 評論 植原清見追悼号 一輪の花　故植原清見君のことども 北村信昭
３ 文学 評論 植原清見追悼号 植原清見君を偲びて　詩から映画の方面へ 酒井良夫
３ 文学 詩 植原清見追悼号 〔遺稿集〕さすらひ・月様・おくみ十七 植原清見
３ 文学 評論 植原清見追悼号 植原君を憶ふ 岡田淑
３ 文学 評論 植原清見追悼号 植原君を想ふ 荒木俊夫
３ 文学 評論 植原清見追悼号 植原君を憶ふ 水原青浪
３ 文学 評論 植原清見追悼号 この短章を　Kさんの霊にささげて 平野千史夫
３ 文学 紹介 〔新刊紹介〕郊外（二月号・郊外社発行）

10742 1926/2/20 大正15 ３ 映画 評論 〔映画界〕映画は劇に非ず 仲木貞一
３ 文学 小説 〔映画小説〕母様いづこ（二） 山本花雀

10743 1926/2/21 大正15 ２ 文学 小説 〔映画小説〕母様いづこ（三） 山本花雀
３ 文学 評論 文芸 若人としての啄木の生活 松原かずを
３ 文学 詩 文芸 秋風の庭・わかいお月様 段塚青一路
３ 文学 コラム 文芸 ロダンのことば

３ 文学 詩 文芸 〔植原清見遺稿〕思ひめぐる・笛でも・丘に・
はかなき君・波路・よもぎの節句　 植原清見

３ 文学 詩 文芸 愛の十字架 津山武雄
３ 文学 詩 文芸 晩秋の断片 匿名氏

３ 文学 詩 文芸 月夜・広告びら・朝寝・夜更け 奈師　前尾房太
郎

10749 1926/2/27 大正15 ３ 文学 紹介 〔新刊紹介〕群萌（二月号・群萌社発行）
10750 1926/2/28 大正15 ３ 文学 評論 文芸 若人としての啄木の生活（二） 松原かずを

３ 文学 詩 文芸 騎馬隊・公園異景―（好きな子供へ） 吉田龍太郎
３ 文学 詩 文芸 若き胸より 鯰江秀峰
３ 文学 詩 文芸 にげたうさぎ 涙花

３ 文学 記事 文芸
個人も生き全部も生きる　盛会を極めた武者
小路氏講演会　二十七日図書館開催　県男師
範講堂に於て

北村信昭

10751 1926/3/1 大正15 ３ 文学 脚本 〔読者の領分〕映画脚本（短篇）　感傷家（一） 安田義次
10757 1926/3/7 大正15 ３ 文学 評論 文芸 〔卓上噴水〕シラノ・ド・ベルジユラツク其他 吉田龍太郎

３ 文学 詩 文芸 熊野風物点景詩　丘 野長瀬正夫
３ 文学 詩 文芸 断章詩篇（旧作より）かん月 桝井義夫

３ 文学 詩 文芸
中河原挽歌　美吉野グラウンド建設工事の犠
牲として葬る、この自然美に切なる執着を感
ず

米田英一
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３ 文学 詩 文芸 煩悶 前尾房太郎

３ 文学 紹介 文芸 〔紹介二つ〕砂丘（野長瀬正夫個人詩誌）、抒
情文藝（第二輯　関西詩人協会発行）

徳義・龍太郎・
信昭

３ 文学 評論 文芸 海外詩壇近事　叛逆的農民詩人　セルゲー・
エセーニンの死 松村又一

10758 1926/3/8 大正15 ３ 文化 記事 新しき村奈良支部　第一回例会
３ 文学 詩 日報文芸 春近し・春雨 前尾房太郎

10759 1926/3/9 大正15 ３ 文化 記事 何かこの土地から生み出したい　武者小路氏
の講話　新しき村奈良支部例会席上にて 記者

10777 1926/3/28 大正15 ３ 文学 評論 日報文芸欄 「砂丘」に就いて　吉野の奥に住む詩人　野長
瀬正夫君の著 秋田富紗樹

３ 文学 短歌 日報文芸欄 短歌 水原青浪
３ 文学 詩 日報文芸欄 早春の譜・焦燥の夜半 米田紫洋
３ 文学 評論 日報文芸欄 歌集「ならやま」とその著者 松村又一

10783 1926/4/4 大正15 ３ 文学 小説 文芸 海近くの家から（上）　 井戸口清二

３ 文化 評論 文芸 文化の進路に就いて（五） 在東京・西村直
輝

10789 1926/4/10 大正15 ２ 文学 記事
死んだ霞亭さんは土方をした事もある　苦し
んだその少年時代　同氏の義兄に当る秋元元
高田署刑事は語る

３ 文化 評論 文化の進路に就いて（十一） 在東京・西村直
輝

３ 文学 紹介 〔新刊紹介〕法隆寺（池田谷久吉著）、青年文
壇（四月号・青年文壇社）

10797 1926/4/18 大正15 ３ 文学 小説 文芸 海近くの家から（下） 井戸口清二
３ 文学 詩 文芸 〔詩と歌と童謡〕短詩五篇 橋本健吉

３ 文学 詩 文芸 〔詩と歌と童謡〕或夜更け・朝の月・柳・池・
断片 前尾房太郎

３ 文学 詩 文芸 〔詩と歌と童謡〕童謡　星の添乳・ほほづき 酒井良夫
３ 文学 詩 文芸 〔詩と歌と童謡〕短歌 荒木俊夫
３ 文学 詩 文芸 〔詩と歌と童謡〕馬酔樹 熊谷直臣

10804 1926/4/25 大正15 ３ 文学 評論 文芸 戦争と恋と馬鈴薯　グリフィスの「素晴らし
い哉人生」に就いて 西本洸

３ 文学 随筆 文芸 春宵雑筆 熊谷直臣
３ 文学 短歌 文芸 無峯来る 荒木俊夫
３ 文学 随筆 文芸 病める日の窓より　私の親しき人々へ 秋田富紗樹

10811 1926/5/2 大正15 ３ 映画 評論 〔映画評論〕ステラ・ダラス 吉田龍太郎
北村信昭

３ 映画 評論 〔卓上噴水〕ステラダラスについて 吉田龍太郎
３ 映画 評論 戯影漫談　ステラ・ダラスを観る 北村信昭

３ 文学 詩 逝春小詩　春は何処に・私をすてた春・落花
の賦・残花の名残・丘の木蔭に・青葉の枝 酒井良夫

３ 文学 短歌 さくらみの歌 秋田富紗樹
３ 文学 短歌 信貴のさくら 笠井宥章
３ 文学 短歌 野風呂にて 清水たけし
３ 文学 詩 春光を浴びて・蒼白き月夜の幻想 米田紫洋

３ 文学 紹介 〔近刊の文芸誌〕抒情文藝（三輯・松村又一編
輯）、ひ（第二号・新しき村）

10812 1926/5/3 大正15 ３ 文学 評論 逝いたエレン・ケイ 室伏高信

３ 文学 書評 〔新刊紹介〕養鶏の成功（復興第一号・日本養
鶏成功社、大関五郎通その二（大関五郎）

10814 1926/5/5 大正15 ３ 文学 俳句 〔俳句〕春の雨 悲出
３ 映画 評論 ピーターパンを観て 岡純戈

３ 文学 書評 〔新刊紹介〕郊外（五月号・郊外社）、露（五月号・
関西芸術新聞社）

10818 1926/5/9 大正15 ３ 文学 小説 笛を吹いてゆく男　夜桜の街から 秋田富紗樹
３ 文学 詩 五月の感覚　美しき少年と共に歌へる詩 橋本健吉
３ 文学 詩 牡丹・五月の色採 熊谷直臣
３ 文学 短歌 白藤の花 清水たけし

３ 文学 詩 逝春小詩　空の青・君のすがた・雨の日ごと・
明日の友・流るる青草・窓 酒井良夫

３ 文学 詩 来なかつた幸福 米田紫洋

３ 文学 評論 野長瀬正夫個人詩誌　「砂丘」第二号合評 吉田徳義　北村
信昭

３ 文学 紹介 夜光虫（第二巻第一号・名古屋詩学協会）
10825 1926/5/16 大正15 ３ 文学 随筆 五月のカレンダー　旅を思ふ心 野長瀬正夫

３ 文学 詩 〔詩二篇〕失恋・藤 山名徹
３ 文学 詩 五月 染井きよし
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３ 文学 詩 夜更けの机上 前尾房太郎
３ 文学 詩 山瑠璃草 太田まさし

３ 文学 評論 抒情文芸　第三輯詩壇の合評 吉田徳義　北村
信昭

10832 1926/5/23 大正15 ２ 美術 評論 森田節斎と高田（上） 田村吉永
３ 演劇 評論 〔演劇評論〕宝塚国民座小感 加茂敏夫
３ 文学 詩 台湾の春・家庭 櫻木しのぶ
３ 文学 詩 人形・老婆・ピストル　劇的要素を含む詩型 橋本健吉
３ 文学 俳句 俳句 笹井七堂

３ 文学 紹介 〔新刊紹介〕逍遥選集（内容見本・逍遥選集刊
行会）

３ 文学 詩

ふるさとの山　酒井良夫詩集　憂ひ・過ぎに
し日・桐の花・夕月・反省の壷・夜の悪魔・
空の響・魂のふるさと・耳・爪・藤の丘・落日・
層雲・細き指・黄な煙・今朝の秋・土に還る
心

酒井良夫

３ 文学 小説 〔映画ストーリー〕悪魔の戯れ（六） 安田義次

10839 1926/5/30 大正15 ３ 文学 随筆 病日雑記　震火に呪はれた城崎の思出その一
周年を迎へた今日 秋田富紗樹

３ 文学 紀行 紀行　宮津の一夜　添上郡農会一行 奥村綱次郎
３ 文学 詩 〔詩と歌の欄〕春への感謝・追憶・路 堀口詠三
３ 文学 短歌 〔短歌〕春を歩む 榛原暢
３ 文学 詩 くろーばー その子

10846 1926/6/6 大正15 ３ 文学 評論 雑感　余技に就いて 吉田龍太郎
３ 文学 詩 月・暁の弧愁・逢ひ曳・初夏の相・丘・蚯蚓 米田紫洋
３ 映画 評論 〔映画雑感〕殴られるあいつ 北村信昭
３ 文学 小説 或る見合 柴田清郎

３ 文学 書評 〔新刊紹介〕心霊と人生（六月号・心霊科学研
究社）

10853 1926/6/13 大正15 ３ 文学 短歌 〔映画合評　殴られるあいつ〕「殴られる彼奴」
十首 井戸口清二

３ 映画 評論 〔映画合評　殴られるあいつ〕合評 吉田龍太郎　北
村信昭

３ 文学 詩 初夏 橋本健吉
３ 文学 随筆 日誌の中より　或日曜日の一日 野口薫
３ 文学 短歌 病める日の歌 秋田富紗樹
３ 文学 紹介 苦楽（七月号・プラトン社）

10860 1926/6/20 大正15 ３ 文学 随筆 日記と少女 和田鴻一郎
３ 文学 詩 梅雨ふる日・山桜の実・風 前尾房太郎
３ 文学 短歌 雨だれの音 山田松蔵
３ 文学 短歌 六月に歌ゑる 清水たけし
３ 文学 小説 死線を彷徨ふ ケイ・エヌ生

３ 文学 記事 懸賞俳句募集 鍵田材木店懸賞
俳句係

10866 1926/6/27 大正15 ３ 文学 評論 化粧語１ 橋本健吉
３ 文学 評論 ニイチエの創作心理の過程に就て 吉田龍太郎
３ 文学 詩 蝋燭はともる・大地のよろこび 西村直輝
３ 文学 詩 素描の詩三篇　わが友ケイに寄せて 吉田龍太郎

10873 1926/7/4 大正15 ３ 文学 評論 化粧語２ 橋本健吉
３ 文学 詩 大阪回想詩篇　吉田龍太郎に 北村信昭
３ 文学 短歌 野うばら集 米田英一

３ 文学 随筆 病日雑記　物珍らしい病院生活　浪速の街を
飲んで廻ったあげく 秋田富紗樹

３ 文学 記事 文芸原稿募集 大和日報文芸部
10880 1926/7/11 大正15 ３ 文学 評論 化粧語３ 橋本健吉

３ 文学 詩 思ひ出の雨 宵待草
３ 文学 詩 夏の蝶 前尾房太郎
３ 文学 小説 或る女学生の自殺 西村麦水鳥
３ 文学 詩 Gペンを握りつ　無聊の副産物として 山本泊洦

10887 1926/7/18 大正15 ３ 文学 評論 化粧語４ 橋本健吉
３ 文学 短歌 〔緑蔭集〕雪洞の灯 宵待草
３ 文学 短歌 〔緑蔭集〕つた草 わくら葉
３ 文学 短歌 〔緑蔭集〕六月の郊外 山田松蔵
３ 文学 紀行 七福神詣で 西川林之助

３ 演劇 評論 演劇小論（１）　戯曲構成上に於ける新らしき
一つの傾向 阪中正夫

３ 文学 詩 合歓木 堀口詠三
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３ 文学 詩 田園風物詩 米田紫洋
３ 文学 紹介 詩神（七月号・詩神社）

10894 1926/7/25 大正15 ３ 文学 小説 殺人？　奇怪な出来事 西村麦水鳥
３ 文学 詩 〔緑蔭集〕銅貨 堀口詠三
３ 文学 詩 〔緑蔭集〕誤解 前尾房太郎
３ 文学 詩 〔緑蔭集〕詩四篇 西川林之助
３ 文学 詩 〔緑蔭集〕七月の田園歌 熊谷直臣

３ 文学 〔消息〕関西新詩選・野長瀬正夫氏・雲（抒情
文芸改題）・酒井良夫氏

10901 1926/8/2 大正15 ３ 映画 評論 〔映画評論〕生けるパスカル 西本洸
10905 1926/8/6 大正15 ３ 映画 評論 〔映画批評〕海の野獣 北村信昭

10919 1926/8/22 大正15 ３ 文学 小説 日報文芸欄 銀座（或る人々の生活に就いて）　この１篇を
友人北村信昭兄並に吉田龍太郎兄に贈る 橋本健吉

３ 文学 詩 日報文芸欄 朝の風・青蛙・親なしの子・夏ぐもりの日・
思ひ出のごと 前尾房太郎

３ 演劇 評論 日報文芸欄 夏の演劇漫筆（一）　松竹座 加茂敏夫
３ 文学 随筆 日報文芸欄 産褥熱 水原青浪
３ 文学 随筆 日報文芸欄 〔随筆〕箕座語　漁書趣味について 吉田龍太郎

10925 1926/8/28 大正15 ２ 映画 評論 獨乙エルメガ社特作　大聖釈尊の一代記　「亜
細亜の光」　中井座に於ける試写を観て 北村信昭

３ 文学 紹介
〔新刊紹介〕文藝（九月号・文藝社）、国民法
律（一八六号・国民法律社）、税務相談所時報
（三十七号・大阪税務相談所）

10926 1926/8/29 大正15 ３ 文学 随筆 日報文芸欄 こつぱあ・ぼいらあ 平井いさむ
３ 文学 詩 日報文芸欄 七月・八月 野長瀬正夫
３ 文学 短歌 日報文芸欄 葉月集 西川林之助
３ 文学 随筆 日報文芸欄 緑蔭雑筆 熊谷直臣

３ 文学 詩 日報文芸欄 抒情小曲「哀慕の譜」　つつましく滋子様のみ
胸にさゝぐ 砂原鈴夫

３ 文学 短歌 日報文芸欄 絵筆 宵待草
３ 文学 短歌 日報文芸欄 雑詠 逸名氏
３ 演劇 評論 日報文芸欄 夏の演劇漫筆（二）　角座 加茂敏夫
３ 文学 記事 日報文芸欄 文芸原稿募集 大和日報文芸部

10932 1926/9/5 大正15 ３ 文学 戯曲 日報文芸欄 〔戯曲〕泥棒志願 眞津井麿
３ 文学 短歌 日報文芸欄 秋 久米葉舟

10939 1926/9/12 大正15 ３ 文学 評論 日報文芸欄 桝井義夫の詩　その他 松村又一

３ 文学 詩 日報文芸欄
〔桝井義夫詩集〕薄暮・西瓜の午睡・透明な朝
に唄ふ・午睡の詩・ユキ夫の詩（五才）・おも
ひで・きつゝき・たそがれの思慕

桝井義夫

３ 文学 詩 日報文芸欄 我が欲情・接吻・秋のかなしみ・原生林をゆく・
心ゆく春 酒井良夫

３ 文学 詩 日報文芸欄 古びた煙突・夜雨・萩 寺前勉
３ 文学 随筆 日報文芸欄 死楽伴奏（その壱）　「よしこの」より 秋田富紗樹
３ 文学 詩 日報文芸欄 大村氏近作 大村裕

３ 文学 書評 日報文芸欄
〔ブツクレビユウ〕関西新詩選その他　「関西
新詩選」（関西詩人協会）、詩神（九月号・詩
神社）、地上楽園（九月号・大地舎）

洗之介

10946 1926/9/19 大正15 ３ 文学 小説 日報文芸欄 〔創作〕果しない暗黒（上） 松原多香史
３ 文学 詩 日報文芸欄 秋口 北村信昭
３ 文学 詩 日報文芸欄 〔萩薄集〕朝の散策 ゆめきち
３ 文学 詩 日報文芸欄 〔萩薄集〕短唱三篇 大賀三郎
３ 文学 詩 日報文芸欄 〔萩薄集〕落葉の嘆き 前尾房太郎
３ 文学 記事 日報文芸欄 けふ（十九日）は子規忌

３ 映画 評論 日報文芸欄 〔映画〕パラマウント　滅び行く民族　東京通
信 北村信治

10952 1926/9/26 大正15 ３ 文学 小説 文芸 〔創作〕果しない暗黒（下） 松原多香史
３ 文学 詩 文芸 美学・第 3 橋本健吉
３ 文学 詩 文芸 秋が来た・握手（KOさんと私） 堀口詠三
３ 文学 コラム 文芸 〔灰皿〕 北村
３ 文学 小説 文芸 革嚢 松下晃

10959 1926/10/3 大正15 ３ 文学 小説 日報文芸欄 〔短編〕白い烟 胤也生
３ 文学 コラム 日報文芸欄 〔灰皿〕 北村信昭
３ 文学 随筆 日報文芸欄 死楽伴奏（その二）　「よしこの」より 秋田富紗樹

３ 文学 紹介 日報文芸欄 〔ぶつく・れびゆう〕雲（十月民謡号・関西詩
人協会）

10965 1926/10/9 大正15 ３ 映画 評論 〔シネマ通信〕ダーク・エンゼル　「お転婆キ
キー」その他　喜劇物が盛沢山 K生
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３ 文学 紹介
〔新刊紹介〕地上楽園（十月特別号・大地舎）、
太洋（秋季特別号・其社）、人間味（十月号・
人間味社）、普選と我等（水野廣徳著・人間味社）

10966 1926/10/10 大正15 ３ 文学 詩 日報文芸欄 〔詩集号〕秋 ゆめきち
３ 文学 詩 日報文芸欄 〔詩集号〕女よ歌へ・秋の夜 西村直輝
３ 文学 詩 日報文芸欄 〔詩集号〕なやみ 村井義信
３ 文学 詩 日報文芸欄 〔詩集号〕たばこ・幸福・夜 堀口詠三
３ 文学 詩 日報文芸欄 〔詩集号〕娘とマンドリン 大賀三郎
３ 文学 詩 日報文芸欄 〔詩集号〕口語歌 河口鏡之助
３ 文学 コラム 日報文芸欄 〔灰皿〕 北村

10968 1926/10/12 大正15 ３ 文学 紹介

〔新刊紹介〕蠶業紹介（十月号・蠶業新報社）、
世界と我等（十月号・国際連盟協会）、藝天
（三十二号・藝天社）、政友（十月号・立憲政
友会会報局）

11002 1926/11/17 大正15 ２ 映画 評論 〔映画時評〕バプテスト教会主催　クオ・ウァ
ディスに就いて 北村信明

11006 1926/11/21 大正15 ３ 文学 評論 文芸欄 関西新詩選雑評 西本洸
３ 文学 詩 文芸欄 魔術主義 橋本健吉
３ 文学 詩 文芸欄 祖母 堀口詠三
３ 文学 詩 文芸欄 愛する友人　北村君に送る詩　印象 吉田龍太郎
３ 文学 詩 文芸欄 秋雨の詩 前尾房太郎
３ 文学 コラム 文芸欄 卓上噴水 信明
３ 文学 記事 文芸欄 本欄愛読者各位に 大和日報文芸部

11012 1926/11/28 大正15 ３ 文学 随筆 〔日向　新しき村号〕村の現状 古川記
３ 文学 随筆 〔日向　新しき村号〕小感 川島傳吉
３ 文学 随筆 〔日向　新しき村号〕新しき村より 加藤勘助
３ 文学 随筆 〔日向　新しき村号〕感想 松本廣吉
３ 文学 随筆 〔日向　新しき村号〕我等の郷土 杉山正雄
３ 文学 随筆 〔日向　新しき村号〕入村希望者に 福永友治
３ 文学 随筆 百姓 悦田喜和雄
３ 文学 随筆 随想 松尾澤子
３ 文学 雑記 編輯雑記 北村信昭
３ 文学 紹介 〔新刊紹介〕人間味（歳末号・人間味社）

11019 1926/12/5 大正15 ３ 文学 随筆 BUNGEI RAN 祝祭　関西新詩選と東海詩集　その他雑事
二三 野長瀨正夫

３ 文学 短歌 BUNGEI RAN 〔口語歌壇〕
岩井彌・山名
徹・福田米三
郎・福岡しづ・
清水信

３ 文学 随筆 BUNGEI RAN 〔第二　新しき村号〕「狼」の上演を観て T・Y・M・

３ 文学 随筆 BUNGEI RAN 〔第二　新しき村号〕武者小路先生をお送りす
る心 西久保奈良石

３ 文学 詩 BUNGEI RAN 〔第二　新しき村号〕淋しさはひとりで 佐々木秀光
３ 文学 随筆 BUNGEI RAN 〔第二　新しき村号〕よき個人よりより社会へ 仲川明
３ 文学 消息 BUNGEI RAN 〔消息〕奈良新興歌人協会
３ 文学 記事 BUNGEI RAN 口語歌募集
３ 文学 随筆 BUNGEI RAN 卓上噴水 信昭

11026 1926/12/12 大正15 ３ 文学 随筆 〔第三　新しき村号〕基礎時代 大阪　杉本文彦
３ 文学 詩 〔第三　新しき村号〕夜曲 和歌山　林一雄
３ 文学 随筆 〔第三　新しき村号〕自分へ過失る　 金子仙
３ 文学 詩 〔第三　新しき村号〕あの人 東坊城恭長
３ 文学 詩 〔第三　新しき村号〕秋晴れ 熊谷直臣
３ 文学 評論 〔第三　新しき村号〕先生の詩と詩壇 吉田龍太郎
３ 文学 消息 〔消息〕奈良新興歌人協会

３ 文学 詩 詠草

山名徹・大野建
委・川口鏡之
助・永井耕二
郎・水木町子・
林八重・音村麗
子・平井いさ
む・岩井彌・福
田米三郎・坪内
茂・清水信

３ 文学 記事 口語歌募集
３ 文学 コラム 卓上噴水 信昭

11040 1926/12/26 昭和元年 ３ 文学 記事 BUNGEI RAN 奈良新興歌人協会の設立に際して 福田米三郎
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 幻像　ユキ夫は世にも哀れな不具者です 桝井義夫
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 心情 加茂敏夫
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３ 文学 短歌 BUNGEI RAN 口語短歌 福岡しづ・泉ふ
じ子

３ 文学 詩 BUNGEI RAN 子供への詩 中川静村
３ 文学 コラム BUNGEI RAN 卓上噴水 信昭

11041 1926/12/27 昭和元年 ３ 文学 紹介
〔新刊紹介〕むぎの穂（童謡集）（山ノ路社）、
詩文雑誌　虹（第六号・甲斐詩人協会）、文藝
（新年短篇小説号・文藝社）

11043 1926/12/31（２） 昭和元年 １ 文学 小説 〔新年小説〕春宵挿話

11043 1926/12/31（３） 昭和元年 １ 文学 落語 落語　十万円 立花家橘三郎

２ 文学 小説 〔新年童話〕兎の恩返し（上） 宵島俊吉・櫻井
紅風画

３ 文学 小説 BUNGEI RAN
新年特別号 〔短篇小説〕お伽噺の一節 井戸口清三

３ 文学 短歌 BUNGEI RAN
新年特別号 口語歌壇

音村麗子・水木
町子・絹枝・影
島一枝

３ 文学 記事 BUNGEI RAN
新年特別号 童話連盟回顧と希望 仲川明

３ 文学 詩 BUNGEI RAN
新年特別号 〔抒事民謡〕春を待ちつゝ 松村又一

３ 文学 詩 BUNGEI RAN
新年特別号 都会回想　大阪の情景　河　 堀口詠三

３ 文学 評論 BUNGEI RAN
新年特別号 北村君と詩　関西新詩選を読んで　 吉田龍太郎

３ 文学 コラム BUNGEI RAN
新年特別号 卓上噴水 信昭

11049 1927/1/9 昭和２ ３ 映画 記事 BUNGEI RAN 〔詩集号〕〔映画〕原作　おすかあ・わいるど　
ウ井ンダミア夫人の扇

きたむら・しん
せう

３ 文学 詩 BUNGEI RAN 〔詩集号〕情緒派 橋本健吉
３ 文学 詩　 BUNGEI RAN 〔詩集号〕取り越し苦労 西村直輝
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 〔詩集号〕私は見た 前尾房太郎
３ 文学 詩　 BUNGEI RAN 〔詩集号〕哀れな夢想家 安田義次
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 〔詩集号〕秋の素顔 野長瀨正夫
３ 文学　 詩 BUNGEI RAN 〔詩集号〕自画像 吉田徳義
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 〔詩集号〕真夏 北村信昭
３ 文学 記事 BUNGEI RAN 傑作原稿募集 郷土芸術社
３ 文学 コラム BUNGEI RAN 卓上噴水 信昭

11063 1927/1/23 昭和２ ３ 文学 評論 BUNGEI RAN 〔詩壇時評〕夜明前の太陽　大和詩壇の概観 松村又一
３ 文学 評論 BUNGEI RAN 記号学派（詩型） 橋本健吉

３ 文学 シナリ
オ BUNGEI RAN 〔短篇〕シナリオ　牛乳（バテー・ベビイ素人

製作者の為に） 安田義次

３ 文学 評論 BUNGEI RAN ロダンの言葉　S・K君に 吉田龍太郎
３ 文学 コラム BUNGEI RAN 卓上噴水 信昭
３ 文学 記事 BUNGEI RAN 文芸原稿募集 大和日報文芸部

11070 1927/1/30 昭和２ ３ 文学 小説 BUNGEI RAN 〔短篇〕水蜜桃の女 井戸口清三
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 故郷を歌ふ　電柱・ある朝 前尾房太郎
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 〔歌〕回想 ゆめきち
３ 文学 詩 BUNGEI RAN も一つの娑婆 十道信吉
３ 文学 随筆 BUNGEI RAN 静夜私語　松村又一さんのこと 堀口詠三
３ 文学 記事 BUNGEI RAN 〔につぽう抄〕抒情詩（復活号・抒情詩社）

11077 1927/2/6 昭和２ ３ 文学 講演 BUNGEI RAN 現代語新短歌に就て（上） 清水信

３ 文学 詩 BUNGEI RAN 口語歌 岡田正男・浦久
保絹枝・岩井彌

３ 文学 随筆 BUNGEI RAN 断想 杉本文彦

３ 文学 詩 BUNGEI RAN 童心歌

増田秀治・松本
千代子・森尾文
子・松尾五郎・
吉田元彰・林ト
ミコ・森川正
治・森川健治・
下田芳子・椿井
努

３ 映画 記事 BUNGEI RAN 1926 年度　映画界回想 安田義次
３ 文学 コラム BUNGEI RAN 卓上噴水 信昭

11083 1927/2/13 昭和２ ３ 文学 講演 BUNGEI RAN 現代語新短歌に就て（承前） 清水信

３ 文学 記事 BUNGEI RAN 〔につぽう抄〕奈良新興歌人協会・松村又一氏・
新しき村奈良支部
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３ 文学 詩 BUNGEI RAN 口語歌（清水信選）
米田朝子・浦久
保絹枝・森田健
治・山澤春雨

３ 文学　 詩 BUNGEI RAN 冬日抄 太田まさし
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 冬は、春は 堀口詠三

３ 文学 随筆 BUNGEI RAN 我等が「騎馬隊」の出発と其の陣容　砂丘の
改題、和田吾朗の紹介 野長瀨正夫

３ 文学 紹介 BUNGEI RAN
〔ぶつく・れびう〕耽美（新年特別号・耽美荘）、
騎馬隊（二月・砂丘詩社）、映画タイムス（二
月上旬号・映画タイムス社）

３ 文学 コラム BUNGEI RAN 卓上噴水 信昭
11097 1927/2/27 昭和２ ３ 文学 講演 BUNGEI RAN 現代語新短歌について（完） 清水信

３ 文学 記事 BUNGEI RAN 〔につぽう抄〕関西詩人協会・北村信昭氏・吉
田徳義氏

３ 文学 詩 BUNGEI RAN 雀に 十道信吉
３ 文学 評論 BUNGEI RAN 大阪的性情非科学的文芸について 秋田富紗樹
３ 文学 記事 BUNGEI RAN 文芸原稿募集 大和日報文芸部
３ 文学 コラム BUNGEI RAN 卓上噴水 信昭

11111 1927/3/13 昭和２ ３ 文学 随筆 BUNGEI RAN 散歩と個想 多田文三

３ 文学 紹介 BUNGEI RAN 〔につぽう抄〕松村又一氏送別会・若冠連盟解
散・太洋

３ 文学 詩 BUNGEI RAN 詩六篇 ■良
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 或日記 ゆめきち
３ 文学 詩 BUNGEI RAN みちゆき 和田吾郎
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 凧 十道信吉
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 狂ふ情熱 西川林之助
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 詩二篇　木の実・夢 前尾房太郎
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 植物誌 橋本健吉
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 冬の駅にて 中川静村

３ 文学 紹介 BUNGEI RAN 〔ぶつく・れびう〕虹（第二年第一号・甲斐詩
人協会）

３ 文学 コラム BUNGEI RAN 卓上噴水 信昭
11118 1927/3/20 昭和２ ３ 文学 評論 〔口語歌号 3〕口語歌立論 福田米三郎

３ 文学 紹介 〔につぽう抄〕蛇布・郷愁・糸魚川園一氏・炭
光任氏

３ 文学 詩 〔青い車掌〕雨 塑原坤
３ 文学 詩 〔青い車掌〕蕗のとう 泉ふぢ子
３ 文学 詩 〔青い車掌〕青い車掌 清水信
３ 文学 評論 炭光任氏著「旅がらす」をよむ 伊東音次郎
３ 文学 コラム 卓上噴水 信昭

11124 1927/3/27 昭和２ ３ 文学 小説 BUNGEI RAN 〔短篇小説〕街と港 井戸口清三
３ 文学 紹介 BUNGEI RAN 〔につぽう抄〕新作家協会設立・歌の会
３ 文学 詩 BUNGEI RAN みんなで話し合ふ夜 十道信吉
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 〔新しき村の詩〕鶯の鳴いた朝 櫻井石
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 〔新しき村の詩〕結婚の前日 花栗實郎
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 〔新しき村の詩〕梨の花咲く頃 岡西喜治
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 口語歌　ヴイルデイング 山名徹
３ 文学 コラム BUNGEI RAN 卓上噴水 信昭

11137 1927/4/10 昭和２ ３ 文学 評論 BUNGEI RAN 奈良県童話連盟の将来と使命 連盟理事　西久
保奈良石

３ 文学 詩 BUNGEI RAN 記号学派 橋本健吉

３ 文学 紹介 BUNGEI RAN 〔につぽう抄〕松村又一氏・詩歌随筆発刊・奈
良詩人会創立・新作家協会・涙壷・蛇布

３ 文学 詩 BUNGEI RAN 大和回想 秋田富紗樹
３ 文学 小説 BUNGEI RAN 瞳の化粧 西本洸
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 唇をかむ　Fにおくる 中川静村
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 春悩と少女 和田吾朗
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 春 濱十九二
３ 文学 コラム BUNGEI RAN 卓上噴水 信昭

11044 1927/4/17 昭和２ ３ 文学 評論 BUNGEI RAN 〔口語歌号〕地下鉄サム　交響楽
福田米三郎・岩
井彌・山名徹・
大野建魏・塑原
坤・清水信

３ 文学 紹介 BUNGEI RAN 〔につぽう抄〕石原純博士歓迎会・地下鉄サム
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 地下鉄サムの歌 福田米三郎
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 〔口語歌〕舗道に落ちた銀紙 大西荒夫
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 〔口語詩〕 岩井彌
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３ 文学 記事 BUNGEI RAN 第一回　奈良歌の会詠草
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 病んだ春 山名徹

11052 1927/4/24 昭和２ ３ 文学 随筆 BUNGEI RAN 流刑時代　ドストエフスキイの手紙より 吉田龍太郎

３ 文学 紹介 BUNGEI RAN 〔につぽう抄〕新作家協会・オアシス同人社・
関西詩人協会・北村信昭氏

３ 文学 詩 BUNGEI RAN 深山鶯・雲雀・眼にしむ青葉・友の去つた寺 酒井良夫

３ 文学 詩 BUNGEI RAN 春五篇　宿がゑ・酔つぱらいと電車・夢・街・
夜 堀口詠三

３ 文学 詩　 BUNGEI RAN 〔詩篇〕昨日今日のうた三首 伊東音次郎
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 〔詩篇〕航海小曲 前尾房太郎
３ 文学 記事 BUNGEI RAN 文芸原稿募集 大和日報文芸部

11157 1927/5/1 昭和２ ３ 文学 随筆 BUNGEI RAN 郊外雑筆 松村又一
３ 文学 詩 BUNGEI RAN はじらひ 井上好澄
３ 文学 評論 BUNGEI RAN ロシア映画に就て 安田義次
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 小曲　晩春の雨 フクタ・キヨミ
３ 文学 紹介 BUNGEI RAN 〔ぶつく・れびう〕詩集秋の花束（井上好澄著）信昭
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 手紙かくころ 十道信吉
３ 文学 評論 BUNGEI RAN サム関言 大西荒夫

３ 文学 紹介 BUNGEI RAN 〔新刊雑誌〕詩神（五月号・詩神社）・どんづ
りぼ（創刊号・白山文芸協会）

３ 文学 コラム BUNGEI RAN 卓上噴水 信昭
３ 文学 記事 BUNGEI RAN 文芸原稿募集 大和日報文芸部

11164 1927/5/8 昭和２ ３ 文学 評論 BUNGEI RAN 第一回新作家協会号　新作家協会を創る 松本胤一
３ 文学 随筆 BUNGEI RAN 偶感 杉本文彦

３ 文学 紹介 BUNGEI RAN 〔につぽう抄〕新作家協会同人の氏名住所をし
るす

３ 文学 随筆 BUNGEI RAN エム子 藤堂晴美
３ 文学 随筆 BUNGEI RAN ある感想 吉田龍太郎
３ 文学 随筆 BUNGEI RAN 随想 近藤晴美
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 季節の色　松村又一氏に 北村信昭
３ 文学 随筆 BUNGEI RAN 童心風景 井戸口清二
３ 文学 コラム BUNGEI RAN 卓上噴水 信昭
３ 文学 記事 BUNGEI RAN 文芸原稿募集

11178 1927/5/22 昭和２ ３ 映画 評論 BUNGEI RAN 映画漫評「ワリエテ」を観る きらむら・しん
せう

３ 文学 詩 BUNGEI RAN 野火をたく 中川静村
３ 文学 詩 BUNGEI RAN ぼくの「死」 十道信吉
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 初夏の頃 前尾房太郎
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 赤いハート 奥野俊一
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 春愁 フクタキヨミ
３ 文学 コラム BUNGEI RAN 卓上噴水 信昭
３ 文学 随筆 BUNGEI RAN 小品　時計二題 松本胤一

11185 1927/5/29 昭和２ ３ 文学 随筆 BUNGEI RAN 五月の夜 加茂敏夫
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 〔民謡〕波紋 林野貞夫
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 初夏六月 村岡清春
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 野 堀口詠三
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 〔詩二篇〕むづかり・くされ 十道信吉
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 青春 青丹よしを
３ 文学 記事 BUNGEI RAN 文芸原稿募集 大和日報文芸部
３ 文学 随筆 BUNGEI RAN 写真 柴田清郎
３ 文学 コラム BUNGEI RAN 卓上噴水 信昭
３ 文学 紹介 BUNGEI RAN 〔新刊紹介〕神道の友（六月号・双人社）

11204 1927/6/17 昭和２ ３ 文学 小説 〔創作〕残された男 好孝生
11205 1927/6/19 昭和２ ３ 文学 評論 BUNGEI RAN 郊外から　「奈良詩人」短評 松村生

３ 文学 詩 BUNGEI RAN 酒盃 十道信吉
３ 文学 評論 BUNGEI RAN 奈良詩人　創刊号読後感 西谷熊雄

３ 文学 紹介 BUNGEI RAN 〔につぽう抄〕新しき村奈良支部・童心発刊・
奈良詩人会

３ 文学 随筆 BUNGEI RAN 煙突屋 柴田清郎

３ 文学 紹介 BUNGEI RAN 〔ぶつく・れびう〕山中杏著『口語歌集傷心の
雨』（東洋大学詩人協会）

11211 1927/6/26 昭和２ ３ 文学 詩 BUNGEI RAN 肖像 松下晃
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 六月 桝井義夫
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 浮彫 十道信吉
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 午後 寺前勉
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 小曲　ためいき きむら・まさお
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３ 文学 短歌 BUNGEI RAN 君に送る 西上芳翠
３ 文学 コラム BUNGEI RAN 卓上噴水 信昭
３ 文学 随筆 BUNGEI RAN さいきよううざつき 堀口詠三
３ 文学 記事 BUNGEI RAN 文芸原稿募集 大和日報文芸部

11218 1927/7/3 昭和２ ３ 文学 小説 BUNGEI RAN 〔創作〕一本の巻煙草 松本胤一
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 初夏三章 嵯峨根あきら
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 断章 ゆめきち
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 断章・前尾房之助兄に 吉田徳義
３ 文学 記事 BUNGEI RAN 文芸原稿募集 大和日報文芸部

３ 文学 紹介 BUNGEI RAN 〔しんかん〕詩神（七月号・詩神社）・愛の使（百
号・光友社）

11225 1927/7/10 昭和２ ３ 文学 脚本 BUNGEI RAN 〔戯曲〕医師の子（一幕） 幸田文雄
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 母の瞳・矢車草 山崎彌須三
３ 文学 随筆 BUNGEI RAN 鮒と鯉 柴田清郎

11232 1927/7/17 昭和２ ３ 文学 随筆 BUNGEI RAN 山荘雑記 野長瀨正夫

３ 文学 詩 BUNGEI RAN 〔詩三篇〕真夏の午後二時―従弟の恋を祝福す
る・夏雲・燕 十道信吉

３ 文学 随筆 BUNGEI RAN 〔小品〕私のラヂオ 柴田清郎
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 夏の夜 唐古洗之介
３ 文学 日記 BUNGEI RAN 七月の日記 堀口詠三
３ 文学 随筆 BUNGEI RAN さみだれ情景 松本胤一
３ 文学 記事 BUNGEI RAN 口語歌雑誌　詩童子　創刊

11239 1927/7/24 昭和２ ３ 文学 随筆 BUNGEI RAN 間違へた姉妹 南信
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 魚と月と花 橋本健吉
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 初夏 野長瀨正夫
３ 文学 紹介 BUNGEI RAN 〔しんかん〕奈良詩人（七月号・奈良詩人会）
３ 文学 記事 BUNGEI RAN 文芸原稿募集 大和日報文芸部

11246 1927/7/31 昭和２ ３ 文学 評論 BUNGEI RAN 〔劇評〕宝塚のハムレツト 加茂敏夫

３ 文学 紹介 BUNGEI RAN 〔につぽう抄〕松村又一氏・吉田龍太郎・新し
き村奈良支部

３ 文学 随筆 BUNGEI RAN 我がこと 吉田龍太郎
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 兵隊蜘蛛の円舞曲 橋本健吉
３ 文学 随筆 BUNGEI RAN 革嚢 松下晃
３ 文学 コラム BUNGEI RAN 卓上噴水 信昭

11253 1927/8/7 昭和２ ３ 文学 小説 BUNGEI RAN 〔短篇〕山の殺人者 幽夜静子
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 夏の日の感情 橋本健吉

３ 文学 紹介 BUNGEI RAN 〔につぽう抄〕文壇三家紀州入り・千家元磨氏・
野長瀬正夫氏

３ 文学 随筆 BUNGEI RAN 永日寝語　数片 杉本文彦
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 夕暮・小曲一篇 前尾房太郎

11260 1927/8/14 昭和２ ３ 文学 随筆 BUNGEI RAN 手紙の一節　ある同志の友へ 渡邊三郎

３ 文学 紹介 BUNGEI RAN
〔につぽう抄〕永井叔氏・松村又一氏・詩歌随
筆発刊中止・帝大助教授中村直勝氏・内藤湖
南博士

３ 文学 詩 BUNGEI RAN 空気の薔薇 橋本健吉
３ 文学 短歌 BUNGEI RAN 秋立つ頃 みなみ・しん
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 提灯に巣食ふ 十道信吉
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 日まはり 天恵
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 狂人詩情 南信
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 〔童詩二篇〕郭公・すゐつちよ 前尾房太郎

３ 文学 紹介 BUNGEI RAN
〔新刊雑誌〕詩神（八月号・詩神社）・どんづ
りぼ（四号・白山文芸協会）・ローマ字（七号・
ローマ字ひろめ会）

３ 文学 コラム BUNGEI RAN 卓上噴水 信昭
11266 1927/8/21 昭和２ ３ 文学 紀行 BUNGEI RAN 〔紀行〕松尾の滝まで 松本胤一

３ 文学 紹介 BUNGEI RAN 〔につぽう抄〕雲第三次復活・松村又一氏
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 海は憂鬱である 屋谷伸
３ 文学 紹介 BUNGEI RAN 詩童子　創刊号（詩童子社）
３ 文学 記事 BUNGEI RAN 文芸原稿募集 大和日報文芸部
３ 文学 随筆 BUNGEI RAN 香港だより 宮川満水

11271 1927/8/26 昭和２ ３ 文学 記事 文芸原稿募集 大和日報文芸部
11273 1927/8/28 昭和２ ３ 文学 評論 BUNGEI RAN 詩童子淡彩語　創刊号 瀧造寺俊

３ 文学 俳句 BUNGEI RAN 秋雑句 小山朱呂城
３ 文学 随筆 BUNGEI RAN 掌評 浅野源兒
３ 文学 短歌 BUNGEI RAN 感傷の秋 みなみ・しん
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 朗かさ一点の汚点 十道信吉
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３ 文学 評論 BUNGEI RAN 奈良詩人短評　第二号 吉田徳義
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 〔詩二篇〕汗・恋 藻兎草

11280 1927/9/4 昭和２ ３ 文学 小説 BUNGEI RAN 東前草の咲いてゐる短篇 橋本健吉
３ 文学 詩 BUNGEI RAN はかなさ 沖次郎
３ 文学 評論 BUNGEI RAN 春日野短評　八月号　其の一 小山朱呂城
３ 文学 詩 BUNGEI RAN クラスメートの会即興 十道信吉
３ 文学 民謡 BUNGEI RAN 〔民謡〕娘いつたが 西川林之助
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 琵琶湖畔にて 藻兎草
３ 文学 随筆 BUNGEI RAN サイゴンから 宮川満水
３ 文学 詩 BUNGEI RAN フツトボール讃歌　友前尾兄に贈る 桝井義夫
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 燈・無題 前尾房太郎

11287 1927/9/11 昭和２ ３ 文学 小説 BUNGEI RAN 〔短篇〕電報 松本胤一

３ 文学 詩 BUNGEI RAN 潮の岬遊行詩篇　彼の日われと語り、白き水
平服の少女へ 野長瀨正夫

３ 文学 詩 BUNGEI RAN 味覚の秋 みなみ・しん
３ 文学 短歌 BUNGEI RAN 無花果 ゆめきち
３ 文学 紹介 BUNGEI RAN 〔につぽう抄〕子規忌句会・詩童子社
３ 文学 紹介 BUNGEI RAN 雲　復活号
３ 文学 紹介 BUNGEI RAN 詩童子（第二号）近く発行

11294 1927/9/18 昭和２ ３ 文学 談話 BUNGEI RAN 人生と文芸　世人の誤解と新旧道徳　併せて
女学校の恋愛教育に及ぶ 菊池寛氏談

３ 文学 詩 BUNGEI RAN 官能と散歩する　若きママの野菊におくる みなみ・しん
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 闇にきえゆく怒り 十道信吉
３ 映画 記事 BUNGEI RAN 関西映画人協会創立
３ 文学 紹介 BUNGEI RAN 〔新刊雑誌〕民謡詩人（創刊号・力行堂書店）
３ 文学 コラム BUNGEI RAN 卓上噴水 信昭

11300 1927/9/25 昭和２ ３ 文学 戯曲 BUNGEI RAN 〔戯曲小品〕三人（一幕） 丘潤二
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 初夏の樹影・真夏の朝・夜の街頭 屋谷伸
３ 文学 詩 BUNGEI RAN このひかりをみよ 十道信吉
３ 文学 評論 BUNGEI RAN 古川柳に就て（上）

11313 1927/10/9 昭和２ ３ 文学 詩 BUNGEI RAN 〔詩集号〕日没の歌 ホイツトマン　
吉田龍太郎訳

３ 文学 詩 BUNGEI RAN 〔八重詩集〕池畔風情 前尾房太郎

３ 文学 紹介 BUNGEI RAN 〔につぽう抄〕野長瀬正夫氏・西谷勢之介氏・
岡本咲子氏・秋田富紗樹氏・熊谷直臣氏

３ 文学 詩 BUNGEI RAN 〔八重詩集〕〔詩二篇〕五分間・黄昏のしじま 青丹よしを
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 〔八重詩集〕郊外の朝 中前新八郎
３ 文学 民謡 BUNGEI RAN 〔八重詩集〕〔民謡二篇〕中禅寺・近江の唄 竹島廣吉
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 〔八重詩集〕夜の庭 吉田龍太郎
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 〔八重詩集〕憂鬱な散策 桝井義夫
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 地震 十道信吉
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 紫蘇の花ときつね草 ゆめきち
３ 文学 評論 BUNGEI RAN 古川柳に就て（下）
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 南国の恋人へ みなみ・しん

11316 1927/10/12 昭和２ ３ 文学 記事 文芸原稿募集 大和日報文芸部
11320 1927/10/16 昭和２ ３ 文学 随筆 BUNGEI RAN 〔随筆号〕月 松本胤一

３ 文学 詩 BUNGEI RAN 無題 前尾房太郎
３ 映画 評論 BUNGEI RAN 〔映画〕ドン・フアンと栄光 赤木洸
３ 文学 短歌 BUNGEI RAN 短歌　秋風集 井戸口清二
３ 文学 随筆 BUNGEI RAN 秋鹿（日記の一節） 北村信昭
３ 文学 随筆 BUNGEI RAN 逃げた小鳥 杉本文彦
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 山よ 堀口詠三

３ 文学 紹介 BUNGEI RAN 〔につぽう抄〕西川林之助氏・林野貞夫氏・加
茂敏夫氏・西本洸氏・詩童子

11322 1927/10/19 昭和２ ３ 文学 記事 文芸原稿募集 大和日報文芸部
11326 1927/10/23 昭和２ ３ 文学 小説 BUNGEI RAN 〔短篇〕耽溺 井戸口清二

３ 文学 詩 BUNGEI RAN 中宮寺 西川林之助

３ 文学 詩 BUNGEI RAN 新秋の月・灯が明るい・向日葵・月の野道・
病んで永いOさんへ・曼珠沙華 尾谷伸

３ 文学 詩 BUNGEI RAN 雨の雲井坂（スケツチ） 南しん
３ 文学 民謡 BUNGEI RAN 日本八景　民謡 竹島廣吉
３ 文学 短歌 BUNGEI RAN 短歌　旅日記より 竹島廣吉
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 交差点 沖次郎
３ 文学 紹介 BUNGEI RAN 〔せうかい〕文化（十月創刊号・石川春男方）

11366 1927/11/5 昭和２ ３ 文学 短歌 秋田富紗樹追悼号 辞世 秋田富紗樹
３ 文学 随筆 秋田富紗樹追悼号 富紗樹の病後から死までのこと 熊谷直臣
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３ 文学 随筆 秋田富紗樹追悼号 追憶 米澤二郎
３ 文学 随筆 秋田富紗樹追悼号 追想 笠井宥章
３ 文学 随筆 秋田富紗樹追悼号 今はなき富紗樹のことゞも 濱まもる
３ 文学 随筆 秋田富紗樹追悼号 富紗樹を悼む 野長瀨正夫
３ 文学 随筆 秋田富紗樹追悼号 彼と僕達　秋田富紗樹君を憶う 北村信昭

３ 文学 短歌 秋田富紗樹追悼号〔哀悼短歌集〕
濱まもる・米田
英一・武田三
郎・熊谷直臣

３ 文学 コラム 秋田富紗樹追悼号 後記 熊谷記
３ 文学 コラム 秋田富紗樹追悼号 卓上噴水 信昭
３ 文学 記事 秋田富紗樹追悼号 お礼
３ 映画 記事 映画原稿募集 本社キネマ部

11339 1927/11/6 昭和２ ３ 文学 評論 BUNGEI RAN 政治運動屋の心理 西村直輝
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 真面目な男の恋 沖次郎
３ 文学 俳句 BUNGEI RAN 淡路島　奈商四年修学旅行
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 十の指 ゆめきち
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 朝 堀口詠三
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 搾取だ 黄紅蘭
３ 文学 詩 BUNGEI RAN 小曲　同性の人へ みみづく

11401 1928/1/15 昭和３ ３ 文学 詩 〔詩集号〕おゝデモクラシイよ ホイツトマン　
吉田龍太郎訳

３ 文学 詩 〔詩集号〕瞳 前尾房太郎
３ 文学 詩 〔詩集号〕曲馬団の少女に捧げる詩 桝井義夫
３ 文学 詩 〔詩集号〕遺稿　短唱病愛 秋田富紗樹

３ 文学 紹介 〔につぽう抄〕野長瀬正夫氏・吉田徳義氏・西
本光氏

３ 文学 詩 〔詩集号〕或る晩 幸田暁夢
３ 文学 詩 〔詩集号〕船乗りの唄 西川林之助
３ 文学 詩 〔詩集号〕憂鬱になつた時計 堀口詠三

３ 文学 記事

〔寄贈新刊〕木馬（岡本咲子詩集・麦風社）・
一つのみ（松村又一民謡集・麦風社）・河原よ
もぎ（西川林之助民謡集・麦風社）・うすなさ
け（林野貞夫民謡集・麦風社）

信昭生

12728 1932/1/1 昭和７ ３ 文学 評論 国際共通語　エスペラントに就いて（一） 奈良エス会員　
北村信昭

５ 文学 童話 〔新年童話〕猿料理（一） 進藤進　井口文
秀画

12729 1932/1/3 昭和７ ３ 文学 評論 国際共通語　エスペラントに就いて（二） 奈良エス会員　
北村信昭

３ 文学 短歌 短歌 藤川静子・北村
信昭他

12733 1932/1/8 昭和７ ３ 文学 詩 夜明け近くに 野葡秋
12732 1932/1/9 昭和７ ３ 文学 評論 南洋の民謡と民話 宮武正道

３ 文学 詩 忠治旅小唄 太田利夫


